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開設の⽬的・概要　等

本講座では、様々な⽬的に対して⾏われる臨床研究や薬剤疫学研究としてリアルワールドデータ(RED)の利⽤可能性や研究デザイン、解析⼿法、研究結果の妥当性を客観的に
評価し、RWDから創出されるリアルワールドエビデンスの評価研究を推進することを⽬的とする。
本講座の研究代表を務める桑鶴良平はデータサイエンス推進講座を兼務しており、⺠間企業が提供するデータベースに不⾜している情報を含んだ臨床研究向けのデータベース
Clinical Data Warehouseの構築、及びそれを⽤いた臨床研究を推進している。本講座では、このClinical Data Warehouseと連携し、⼀般的なデータベース研究の利⽤
可能性とClinical Data Warehouseを始めとする電⼦カルテ由来の診療情報データベース研究の利点などを客観的に評価する。同時にRWDを使⽤する臨床研究のデザイン、
因果推論、予測モデル、機械学習等の⽅法論についても評価し、質の⾼い信頼できるリアルワールドエビデンスの創出を⽬指す。
また、将来的には、モバイルヘルスで収集したデータにも眼を向けたい。


